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沿道の皆様から頂いたご意見を踏まえて無電柱化を

進めます！ 

区では、「都市防災機能の強化」「安全で快適な歩行空間の確保」「良好な都市

景観の創出」に効果的な無電柱化に取り組んでいます。 

しかしながら、無電柱化は工事が長期間に及ぶことや地上機器の設置位置の調整

が必要になるなど、地域の皆様の理解や協力が欠かせません。 

 そこで、歩道が狭い当路線（主要区道 72 号線）は整備内容や工事の進め方等に

ついても意見交換を行い、地域の実情に合わせた整備を進めていきます。 

【お問い合わせ先】 

練馬区役所  〒176－8501 

練馬区豊玉北６丁目１２番１号 

土木部 計画課 地中化推進係（本庁舎 13 階） 
電話：03－5984－1467（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ） 

主要区道 72 号線の無電柱化事業に関しまし

て、質問等がございましたらお手数ですが、 

右記のお問い合わせ先までご連絡をお願いいた

します。 

令和 4 年度～ 

移

民地
へ 

撤去 

埋設物の調査、設計 ガス・水道等の移設工 電線共同溝本体工

ケーブルの入線と引込管工事 電線・電柱の撤去 舗装工事 

（出典：東京都 HP に追記

■ 工事スケジュールについて 

主要区道 72 号線の工事着手は、補助 235 号線事業中区間（表紙の位置図参照）の

工事完了後（令和 3 年度完了予定）の令和 4 年度からを予定しています。 

陸上自衛隊 

練馬駐屯地 

令和元年度 

＜ 主要区道 72 号線 ＞ 発行：練馬区土木部計画課 令和元年 10 月 

■事業目的 

・狭い歩道での無電柱化にチャレンジ 

・無電柱化路線の連携により 

地域の防災性を向上 

■延 長 

 Ｌ＝約 300ｍ 

■幅 員 

 Ｗ＝11.0ｍ  

< 歩道幅員 両側 約 2.0ｍ > 

□ 低コスト化について 

〔歩道〕 〔車道〕 

多額な費用を要する無電柱化事業の低コスト化を図ります。（以下は主な低コスト手法） 

浅層埋設 新たな管路材を使用 

自在に曲げられるため施工性が良く、構造がコ

ンパクトで、掘削量が削減できます。従来品よ

り低価格です。 

（従来の管路） 

（新たな管路材） 

深さ 35cm 以上 

(従来は 60cm 以上)

深さ 50cm 以上 

(従来は 100cm 以上)

 8 月 28 日（水）午後 5 時から北町第二地区区

民館で第 2 回住民協議会を開催しました。 

 無電柱化工事の後に実施する歩道整備の形態

（歩道の形式、構造）について、区から情報提供

したのち、意見交換を行いました。 

説明の様子 

〇無電柱化住民協議会 

【目的】区民と区が協働して円滑に無電柱化を推進するた

めに設置 

【構成】沿道の町会および参加希望者、地区区民館利用者

の代表者 

■ 第 2 回 無電柱化住民協議会 

■ 事業の概要 

位置図 

浅く埋めることで、

掘削量が削減できま

す。 



 

 

 

 

 
 

■ 歩道の形式                       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 
■歩道の舗装構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿道の公共用地等に設置

出来るように検討していき

ます。 

無電柱化住民協議会の内容や主なご意見 

●主なご意見 

歩道形態について 

・子どもの通行も多い路線であり、通行する歩行者
の安全を守るためには歩道と車道の間のブロック
の高さは 15cm で、ガードパイプもあったほうが
いい。 

・歩道内の高低差が小さいセミフラット形式等が良
い。交差点部はなるべく段差がないよう、すりつ
けて欲しい。 

無電柱化された後の歩道の整備（歩道の形式、舗装の種類）について区から情報提供を行い、皆様

から様々なご意見をいただきました。 

民地 
歩道 

車道 

 段差１５cm 

〔 高いマウントアップ形式 〕 〔 低いマウントアップ形式 〕 

歩道 車道 
民地 

 段差５cm 

インターロッキングブロック舗装 透水性舗装 カラー舗装 

透水機能のあるレンガのような

ブロックを敷いた舗装 

透水機能のあるアスファルト舗装 

最も一般的な舗装 

透水機能のある樹脂系カラー材で

色を付けた舗装 

河川敷や公園内の歩道で多い 

セミフラット形式にガードパイ

プを設置する歩道の形式を検

討していきます。 

車道 
歩道  民地 

 縁石高さ 10cm 
 段差５cm 

〔 セミフラット形式 〕 

・近年、雨も多くなっているので、水たまりができない
路面に浸み込む透水タイプが良い。 

・インターロッキングブロックは経年で路面がガタつく
こともあるので、平らなカラー舗装が良い。（鮮やか

な色の場合、変色を懸念する意見もあり） 

透水機能があり、落ち着いた

色のカラー舗装を検討してい

きます。 

●主なご意見 

●区の方針 

●区の方針 

地上機器について 

●主なご意見 

・せっかく電柱が無くなるので
地上機器が置かれて歩道が狭
くなるのは避けたい。 

・都・区営住宅敷地内には設置
スペースがあり、宅内の緑地
の景観にも馴染んで違和感が
ないように感じる。 

●区の方針 

約 1.2ｍ 

1.1m 

1.45m 

0.45m 

（前回の住民協議会より） 

 

□住民協議会のご意見を踏まえた整備イメージ図 

（今回の住民協議会より） 

 

 

③ 地上機器 
（公共施設等に設置） 

③ セミフラット形式 ② カラー舗装 


